
第 6 回「青年の夕べ」 

n 日時：2020 年 11 月 22 日（日） 

n 感話：「25 歳のリアルと神の国の実現」湯田大貴（会社員） 

n 聖書：聖書：ルカによる福音書第 17 章 20－21 節 

n 讃美歌：1－320「主よみもとに近づかん」・1－124「みくにをもみくらをも」  25 歳

のリアルと神の国の実現 

みなさん、こんにちは。湯田です。 

今日はこうして、青年の夕べで話せる機会をいただけてとても嬉しいです。2020 年はあ

っという間に過ぎ去ってしまいました。 

自分は去年の秋に新卒の会社員としてお仕事を始めて、この 3 月からは完全リモートワ

ー 

クに移行して今もそれは続いています。 

平日はほとんど人と直接会わない生活になってもう 8 ヶ月です。 

1 人の時間が増えたことで、自分を見つめる時間も増えたなと感じています。今日はそん

な孤独の中で感じたこと、考えたことを少し話せればと思います。色々考えたのですが、

今回は 3 部に分けてお話しします。 

というのも外に向かう言葉と内に向かう言葉、両方を大切にしたいと考えたからです。自

分を深く見つめ、できるだけ素直な言葉を等身大の言葉を紡ぎたいとも思ったし、 一方

でみなさんにも直接伝えたい言葉もあるなと思ったからです。 

今話している第一部は外に向かう言葉でお話ししています。 

この後、第二部は内に向かう言葉でお話しして、最後の第三部でまた外に向かう言葉で話

したいと思います。 

第二部は随筆のように自分の思いを徒然と書いてきたので、聞いてくださると幸いです。
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自分はたまに本当に一人ぼっちだなと思う。 

勘違いなのはわかってるんだけど、地球に 1 人だけの気分になったりする。 

最近はほとんどの時間を 1 人で過ごしているし、自分は生まれてこの方「親友」と呼べ

る 

友達に会ったことはない気がする。 

いわゆる「いつめん」みたいないつも一緒に遊ぶグループみたいなのもできたことがな

い。 

幸運なことに恋人はいる。でも家は少し離れているのでそんなに頻繁に会うわけでもな

い。 

孤独。 

自分はずっと孤独が苦手だと思っていたが、どうやらそうではないらしい。それが、この

コロナ禍の中でよくわかってきた。 

大学院時代は孤独に喘ぎ、生活が苦しかった。 

勉強や研究自体は楽しかったが、生活が苦しかったので、phD    への進学を諦めること

にした。 

でも本当は孤独が辛かったわけではなかった。 

家で 1 人でインターネットをむさぼり無駄に時間を消費していたことが辛かったのだ。 

リモートワークになり、ずっと 1 人で仕事することになったが、孤独であっても緩やか

に 

社会とのつながりがあり、自分の責務を果たしている感覚になれれば全く辛くなかった。

自分は孤独の中でとても安定していた。 

だからこそ、色々と考えを巡らせた。 



社会人になって 2 つ大きく変わったと感じることがある。一つは自由になったというこ

とだ。 

なんでも自分で決められるようになった。 

今の仕事を続けるのもやめるのも自分の自由。大学に戻ったっていい。 

何にお金を使うか。何に時間を使うかも自由。 

少なくないお金を稼ぐようになって、自分が社会の経済活動に参加している感覚もある。

毎日の購買は選択だ。購買だけじゃない。 

寄付したっていい、投資したっていい、もちろん教会への献金だってある。社会から問わ

れている気がする。 

自分が何をして生きるべきか。 

何もしないで生きていたら、今のままの社会を肯定することになる。 

子どもの頃は、大人になったら、影響力を持つようになったら、社会をこう変えたいとい

う思いがあった気がする。 

今がまさにその時期なんだろうと思う。 

さぁもう「将来は」なんていう言い逃れはできない。 

大きく変わったと感じるもう一つのことは、出口が無くなったということだ。 

学生の頃はとりあえずの出口があった。 

大学受験とか卒論とか修論とか。とりあえずそこに向かって頑張ればよかった。 

4 年間だけとか、2 年間だけという縛りが、日々の生活に良い緊張感を与えてくれた気が

する。 

将来像も簡単に想像できた、きっと来年はこんなことをして、再来年はこんなことをして

いるだろうという。 



でも今は違う。 

来年どころか半年後すらうまく描けないでいる。もしくは、ただこのまま日常が続くか。 

終わりを意識するからこそ、今が輝くということがあると思う。出口がないと終わりが意

識ができない。 

終わりが意識できないと、毎日が日常に埋もれていく。 

日々の繰り返しの中で、生活が薄れていく。 

目の前の雑務をとりあえず一生懸命にこなしていると今日が終わる。結局ずっと部屋の中

でパソコンに向かって指を動かしていただけだ。自分はこの 2 つの変化のギャップに苦

しめられている。 

一方は、自由になったからこそ、社会から問われている自分の責任。 

もう一方は、出口のない日常に引きずり込まれてその場で立ち止まっているような感覚。 

仕事が辛いわけじゃない。 

人間関係が辛いわけじゃない。むしろ恵まれている。 

毎日の仕事は楽しいし、人間関係も良好で、待遇だって良い。でも、心のどこかで満たさ

れない思いを抱えていた。 

生活の中に神様を感じることが少なかった。 

僕は神様の臨在を求めていた。 

少しコロナ禍も落ち着いた 10 月、僕は二組の夫婦に家に招待された。 

一組は何度かおうちにお邪魔したことがある icu 時代の友人のクリスチャンの両親。 

———— 



午後くらいに家を訪れる。暖かく僕のことを迎えてくれる。少し近況報告をして、いつも

恒例の聖書の学びの時間だ。 今日は箴言を読む。 

この家の聖書の学びは、聖書を細かく部分部分を読むのではなく、 

構造的に読むのが特徴だ。 

箴言をこんなにマクロな視点で読んだことがある人も少ないだろう。2,3 時間くらい学び

の時間をして、少し休憩をして 

夕食を一緒にいただく。あぁいつぶりだろうか。人と家で食べる食事は。 

主菜に主食に副菜にスープとワイン。 

テーブル一杯にお皿が並ぶ。 

お祈りして、いただきますして、乾杯をする。 

主菜を一口、口にして、次にご飯、その後スープ。美味しくて涙がこぼれそうになる。 

幸せで幸せでいつもよりお米も甘く感じる。 

すごく満たされたような気分になったその時に奥さんが一言、 

「ここに神の国があるよね。こうやって、湯田くんと一緒にお祈りして、聖書を読んで、 

食事して。」 

そう言われて自分も 

「あぁそうだな。きっとこれが神の国なんだ」と思った。 

心が温かい。 

平和に満ちている。 

優しい気持ち。 



誰も自分のことを否定しない。御心にかなっている。 

招かれている。 

愛の空間。 

「神の国は、実にあなたがたのただ中にあるのだ」とイエスは語った。ここに神の国の似

姿がある。 

ここにいる誰もがキリストの似姿に近づく。 神の国の建設のために僕は遣わされてい

る。 それが改めてわかった時に自分の心は震えた。久しぶりに神様の臨在を感じた。 

スピってるって思われてもいい、確かにそう感じたんだから。むしろスピれるならスピれ

るだけスピりたい。 

普段のお仕事で成功すると嬉しい。 

でも、本当の意味で、心が喜び joy を感じるのはそこに神様がいる時だけだ。 

———— 

以上が第二部でした。 

さて、皆さんは「神の国」をどう捉えていますか？ 

意外と同じキリスト者でも神の国に対する感覚は違うのではないかなと思います。 

神の国は終末とともにやってくるものだと感じている人多いのかなと思いますがどうでし 

ょうか？ 

そして終末はいつか盗人のようにいきなりやってくるのだ、と信じている人も多いでしょ

う。 

終末がいつの日かいきなりやってきて、最後の審判があって、 

信仰があれば神の国に入ることができる。 



そういう世界観を持っているキリスト者の方は多いのかなと思います。 

自分はそういう風な終末論的な神の国観もありますが、一方で神の国はこの地上において

も部分的に実現しているものだと思っています。 

最後、終末が来たときに神の支配は完成するが、今の時代も神の支配が部分的に実現して

いる。 

数学的に言えば、ローカル局所的って感じですね。 

「御国を来らせたまえ 

御心の天になる如く地にもなさせたまえ」と僕らは祈りますね。 

本当にその通りだなとアーメンだなと思います。 

どうかこの地上において少しでも多くの人が御心にかなうような働きをして神の国が実現

することを願います。 

皆さんはカントの目的の王国を知っていますか？ 

僕は哲学をきちんと勉強したことはなく、倫理の時間で少し勉強しただけなのですが、 

当時からカントの手段と目的の議論が好きでした。 

他者を手段としてではなく、目的として扱う。 

何か別のものに価値を置き、それを得るために手段として他者を扱うのではなく、 その

人自身に最高級の価値を置き、尊厳ある人格として他者を扱うということです。 

「目的の王国」は、誰もが目的として尊重されるそんな社会なわけです。これは自分の記

憶なので間違っている可能性もあるのですが、 

戦後の東大初代総長でクリスチャンの南原繁は著書の中で、 

「目的の王国」はカントなりの「神の国」理解を表しているというようなことを語ってい

ました。 



僕もこの「目的の王国」とはまさに「神の国」をキリスト教の言葉ではなく哲学の言葉に 

翻訳したものだと言えると思っています。 

さて、神の国、目的の王国はどのようにして実現されるのでしょうか？ 

そんな社会の実現にはまずは一人一人が自分に対して納得感を持つことが大事だと思いま

す。 

僕らはそれぞれ自分の問題を抱えています。 

自分に価値がない、人と比べて劣っている、生きていても仕方がないと悩む人。 

自分の罪に苛まれる人、自分の中の偽善だったり、一貫性のなさ、人を傷つけてしまう傾 

向性に悩む人。 

執着のある人。物やお金、名声、人からの評価、SNS   での人気に必要以上に執着してし

まう人。 

恐怖に心を支配されている人。 

こういった自分の中の問題をまず解決する必要があります。 

そのためには、神様との和解が必要だと自分は考えています。神様と和解して心の中を平

和で満たすことが肝要です。 

心の中が平和に満ちていないと、平和を作り上げる人にはなれないと思います。 

心がトゲトゲしていたり、不安だったり、恐怖に支配されているときに、他人に優しくす

るのは難しいです。 

神様と和解することで僕らの心は凪のように静まることができると思います。マルコによ

る福音書 4 章 35 節。 

4:35  その日の夕方になって、イエスは、「向こう岸に渡ろう」と弟子たちに言われた。 



4:36  そこで、弟子たちは群衆を後に残し、イエスを舟に乗せたまま漕ぎ出した。ほかの

舟も一緒であった。37 激しい突風が起こり、舟は波をかぶって、水浸しになるほどであ

った。38 しかし、イエスはへさきの方で枕をして眠っておられた。弟子たちはイエスを

起こして、「先生、わたしたちがおぼれてもかまわないのですか」と言った。39 イエス

は起き上がって、風を叱り、湖に、「黙れ。静まれ」と言われた。すると、風はやみ、す

っかり凪になった。40 イエスは言われた。「なぜ怖がるのか。まだ信じないのか。」 

この御言葉は私たち一人一人の心に対しても語られています。神様からの愛に気付き、し

っかりそれを受け止めて 

初めて自分自身を受け入れる、自己受容することができるのではないかと思います。神様

が受け入れてくださっている自分という存在を自分自身も受け入れる。 

神様が自分を愛してくださっているように、自分自身も自分のことを愛してあげるという

ことです。 

自分の中に平和が満ちて初めて平和を作り上げる愛の人間になります。こうして僕らの愛

のエネルギーは外へと向かうわけです。 

自己の問題を解決した次は他者との 1 対 1 の関係です。 

最も大切な関係は、あなたの大切な人との関係です。 

パートナー、親友、父親、母親、兄弟、先生。 

最も大切な関係が崩れていては、他の関係も崩れてしまうと僕は考えています。 

愛のある家庭は、パートナー同士の愛の関係から生まれる。 

ところで、皆さんは藤井風というアーティストを知っていますか？ 

残念ながら今年の紅白出場は叶いませんでしたが、間違いなく今年を代表する Jpop アー

ティストの 1 人だったなと感じています。 

彼は今年の 5 月 20 日にファーストアルバム「help ever hurt never」をリリースしま

した。 



「常に助け、決して傷つけない」という意味のタイトルですが、インドの聖人サイババの

言葉が元のようです。 

2020 年 5 月、社会全体が最も優しさを失っていた時期にこのアルバムがリリースされた

ことは大きな意味があったように思っています。 

タイトルの通り優しさにあふれたアルバムだったからです。 

そしてこの help ever hurt never の姿勢こそが他者との関係。愛の関係において最も大

事なんじゃないかなと思うわけです。違いを認め、受け入れ、想像する。尊重する。 

決して傷つけない。否定しない。 

愛する。 

そしてこの一対一の愛の関係を超えた先にあるのが、愛の空間です。 

誰もが優しくなれる空間。 

愛の満ちた空間。 

神の論理が働く場所。 

Safe Space 

心が安全に感じる場所。 

僕は愛の空間を作り上げていきたいです。 

愛の空間が存在しているとき、誰もが優しくなれ、心の中に喜びが溢れると信じているか

らです。 

愛の空間を広げること、これが神の似姿として作られた私たち一人ひとりに神様から求め

られているものだと思います。 

愛の空間の下支えとなっているのが、他者との愛の関係です。 



そして他者との愛の関係の下支えとなっているのが、自分との愛の関係。自分との愛の関

係の下支えとなってるのが、神との愛の関係。 

そしてこの内、この地上において完成しているのは最後の神との愛の関係のみです。 

キリストは 2000 年前に十字架につけられ、復活し、最後天に昇りました。そのときに聖

霊を私たち一人ひとりに送ってくださいました。 

この聖霊の働きによって僕らは神様の愛を豊かにうけることができるのです。 

だから、神様の愛はこの地上において完成しています。しかし、この地上は神の支配が完

璧ではないので、 

決して自分の問題も他者との関係も空間の構築も完璧に解決することはありません。むし

ろ何度も何度も対峙する必要があります。 

ただ救いは、その問題を解決する手段が与えられていることです。それが神様の愛です。 

神の愛は地上においても完成しているので、僕らはここに還ることで他の地上の問題に立

ち向かうことができるのです。 

さて、皆さんに問いかけたいことが最後に 2 つあります。 

一つ目は、「何を大切にして日々生きていますか？」ということ。 

2 つ目は、「どこに向かってあなたは歩んでいますか？」ということです。 

「何のために生まれて何をして生きるのか、わからないままなんてそんなのは嫌だ」まさ

に冒頭の自分の悩みはこれだったなと思います。 

社会人になって自由になって責任が生じているのに、出口のない日常に引きずり込まれて

しまっている自分。 

でも今はこの問いにしっかり答えられる気がします。 

僕は信仰と希望と愛を大切にして生きています。 



そして、神の国、愛の空間、神の論理が働く場所の完成を夢見てそこに向かって歩んでい

ます。 

最後に一言お祈りします。 


